
よりそい、見つめ合います ＪＡ佐久浅間広報誌［ジャッホー］

Ⓒみんなのよい食プロジェクト

第21回フォトコンテスト入賞作品 「浅間を映す」　小平 靖子さん（佐久市）
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組合員の負託に応えるＪＡを目指して
令和２年度下期店・支所運営委員会
アンケートの主なご意見・ご要望とＪＡの回答

■農を拓く　あぐりの湯こもろ直売所
■スマイルＪＡ女性会　軽井沢支部
■家庭菜園便利帖　オクラ

  2021（令和 3 年）
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ＪＡ佐久浅間

ウェブサイトではイベント案内や直売所情報などを掲載しています。
公式 SNS アカウントとともにご覧ください。

ＪＡ佐久浅間公式Webサイト
www.ja-sakuasama.iijan.or.jp/

ＪＡ佐久浅間公式SNSアカウント

Web・SNSのご案内

組
合
員
の
負
託
に
応
え
る

　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

令
和
２
年
度
下
期
店
・
支
所
運
営
委
員
会

ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
中
止
し
た
下
期
店
・
支
所

運
営
委
員
会
に
代
わ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
通
じ
て
運
営
委
員
２
７
９
人
か
ら
貴

重
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
し
、

皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
事
業
展
開
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
資
材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
比
べ
て
農
業

資
材
の
価
格
が
高
い
よ
う
に
感
じ
る
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店
の
取
扱
商
品

を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

肥
料
や
農
薬
な
ど
を
は
じ
め
、
県
内
競

合
店
の
価
格
調
査
を
年
２
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
商
品
の
品
質
や
材
質
、
成
分
量
な
ど
の

違
い
か
ら
一
概
に
比
較
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

農
薬
の
よ
う
に
同
一
成
分
・
同
一
規
格
の
商

品
で
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
の
方
が
安
価
な
商
品
も

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
店
舗
に
無
い
商
品
も

取
り
寄
せ
可
能
で
あ
れ
ば
対
応
い
た
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

農
産
物
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て

農
産
物
の
加
工
事
業
を
拡
大
し
、
６
次

産
業
の
強
化
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

地
域
の
農
産
物
を
活
用
し
た
６
次
産

業
化
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
作
り
を
目
的
に
、

２
０
１
９
年
に
佐
久
市
協
和
の
し
ら
か
ば
ア

イ
ス
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
工
場
を
新
築
移
設
し
、

21
年
２
月
に
は
「
佐
久
市
農
商
工
連
携
地
産

地
消
推
進
の
店
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
御
代
田
町
馬
瀬
口
の
野
菜
加
工
セ
ン

タ
ー
の
処
理
能
力
向
上
を
図
る
た
め
、
国
庫

補
助
金
を
活
用
し
た
改
修
工
事
を
進
め
る
な

ど
、
引
き
続
き
６
次
産
業
の
強
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
販
売
の
対
応
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
の
時
間
が
増
え
、
ネ
ッ

ト
な
ど
で
商
品
を
購
入
す
る
消
費
者
が
増

加
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
販
売
の
充
実
・
宣

伝
な
ど
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

道
の
駅
ヘ
ル
シ
ー
テ
ラ
ス
佐
久
南
で
は

昨
年
12
月
、
独
自
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
（
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
）
を
開
設
し
ま
し
た
。
旬
の
農
産

物
や
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
品
な
ど
取
扱
商

品
を
充
実
し
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を

進
め
ま
す
。

金
融
店
の
統
合
後
の
体
制
に
つ
い
て

金
融
店
の
統
合
が
進
ん
で
い
る
が
、
今

後
の
体
制
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
事
務
所
外
の
外
務
担
当
者
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

金
融
・
共
済
業
務
を
中
心
に
１
店
舗
で

お
客
様
対
応
が
完
結
で
き
る
事
務
処
理
体
制

を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

を
目
的
に
渉
外
体
制
の
見
直
し
に
取
り
組

み
、
今
年
４
月
か
ら
事
業
推
進
課
を
設
置
し

ま
し
た
。
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

組
合
員
の
減
少
に
つ
い
て

組
合
員
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、

農
家
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
事

業
運
営
を
お
願
い
し
た
い
。

少
子
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
の
影

響
で
組
合
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
３
カ
年
プ
ラ
ス
２
カ
年
計
画
の
着
実
な

実
践
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
振
興
と
農
業
所

得
増
大
に
取
り
組
み
「
稼
げ
る
農
業
・
魅
力

あ
る
農
業
」
を
実
現
し
、
組
合
員
の
増
加
と

Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

総
代
の
選
出
に
つ
い
て

准
組
合
員
か
ら
も
総
代
を
選
出
し
て
も

ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

農
協
法
第
48
条
「
総
代
は
組
合
員
（
准

組
合
員
を
除
く
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
定
め
ら
れ
、
現
在
の
法
律
制
限
上
、
准
組

合
員
か
ら
総
代
を
選
出
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
准
組

合
員
の
意
思
を
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
店
・
支
所
運
営
委
員
会
に
准
組
合
員
を

一
定
数
選
出
す
る
取
り
組
み
や
准
組
合
員
モ

ニ
タ
ー
制
度
の
導
入
、
准
組
合
員
対
応
方
針

に
基
づ
く
定
期
的
な
情
報
発
信
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
関
連
事
業

企
画
総
務
関
係

信
用
事
業

特 集

きめ細やかな渉外活動を通じて
組合員サービスの向上を

金融部共済部事業推進課を発足

　当ＪＡは今年度から金融・共済事業
の新たな渉外体制として事業推進課を
設置しました。金融や共済事業の商品・
保障を総合的に提案できる外務担当と
して、より質の高い渉外活動を展開し、
利用者満足度の向上に取り組みます。
今年度は６５人体制で出向く機会を増
やし、組合員の声に耳を傾ける事業活
動に努めます。

キックオフ会議（4 月 2 日・本所）
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農拓
をく

小諸市大久保小諸市大久保

あ
ぐ
り
の
湯
こ
も
ろ
直
売
所

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
直
売
所
を
目
指
す

小
諸
市
大
久
保
の
あ
ぐ
り
の
湯
こ
も
ろ
直
売
所
は
、
地
元

生
産
者
を
中
心
に
約
１
４
０
人
の
会
員
で
構
成
し
、
野
菜

や
果
物
、
加
工
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
３
月
に
、
売
り
場
面
積
を
約
2.5
倍
に
広
げ
、
陳

列
棚
の
増
設
や
通
路
を
広
く
す
る
な
ど
レ
イ
ア
ウ
ト
を
一

新
。
会
員
が
愛
情
込
め
て
育
て
た
レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
、

リ
ン
ゴ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
女
性
会
「
母
の
味
」
の
い
ち

ご
大
福
な
ど
が
売
り
場
に
並
び
、
大
勢
の
利
用
者
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

会
長
の
福
井
英
行
さ
ん
は
「
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
利

用
者
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
新
鮮
な
農
産
物
を
提
供
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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最
高
位
に
大
塚
潤
也
さ
ん

満
足
い
た
だ
け
る
直
売
所
を
目
指
す

み
ど
り
の
ひ
ろ
ば
軽
井
沢

青
年
農
業
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

野
菜
を
買
い
求
め
る
利
用
者

　

当
Ｊ
Ａ
直
売
所
「
み
ど
り
の
ひ
ろ
ば
軽
井
沢
」
が
４
月

22
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
と
農
協
牛

乳
の
無
料
配
布
を
行
い
、
多
く
の
利
用
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

町
内
生
産
者
を
中
心
に
約
１
３
０
人
の
会
員
が
生
産
す

る
レ
タ
ス
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
野
菜
や
当
Ｊ
Ａ
の
加

工
品
、
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
篠
原
店
長
は
「
新
鮮
な
農
産
物
を
提
供
し
、
利
用
者

に
満
足
し
て
も
ら
え
る
直
売
所
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

営
業
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
（
水
曜
日
定

休
）
。
12
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
営
業
す
る
予
定
で
す
。

果
樹
生
産
・
収
益
力
を
強
化

水
稲
種
も
み
15
ト
ン
を
温
湯
消
毒

団
地
造
成
し
定
植
開
始

さ
く
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー

リ
ン
ゴ
苗
を
新
植
す
る
生
産
者

　

将
来
の
農
業
を
担
う
農
業
者
育
成
を
目
的

に
県
が
主
催
す
る
「
明
日
の
長
野
県
農
業
を

担
う
若
人
の
つ
ど
い
」
の
青
年
農
業
者
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
の
部
で
、
佐
久
穂
町
の
大
塚
潤
也
さ
ん

が
、
最
高
位
の
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

大
塚
さ
ん
は
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

と
有
機
ト
マ
ト
栽
培
」
と
題
し
て
、
ハ
ウ
ス
の
開
閉
作
業

や
灌
水
作
業
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
や
遠
隔
操
作
で
作

業
全
体
の
効
率
を
上
げ
た
取
り
組
み
を
発
表
。
「
今
の
時

代
だ
か
ら
こ
そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
労
働
時
間
を

減
ら
し
、
作
る
人
に
も
食
べ
る
人
に
も
や
さ
し
い
農
業
を

目
指
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

さ
く
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
、
水
稲
種
も
み
の
温

湯
消
毒
作
業
が
２
月
下
旬
か
ら
４
月
中
旬
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

温
湯
消
毒
は
、
減
農
薬
栽
培
や
廃
液
処
理
対
策
な

ど
の
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
。
一
度
に
消
毒

す
る
種
も
み
は
２
０
０
キ
ロ
で
60
度
の
湯
に
10
分
間

漬
け
た
後
、
冷
水
で
７
分
間
浸
し
て
温
度
を
下
げ
ま

す
。
内
部
ま
で
均
一
な
温
度
を
保
た
な
け
れ
ば
病
害

の
防
除
効
果
や
発
芽
率
が
低
下
す
る
た
め
、
浸
種
す

る
温
度
と
処
理
時
間
を
厳
守
し
ま
す
。
今
年
は
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
な
ど
約
15
ト
ン
を

処
理
し
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
る
大
塚
さ
ん

温
湯
消
毒
を
す
る
職
員

　

管
内
の
果
樹
生
産
力
と
収
益
力
の
強
化

を
図
ろ
う
と
、
当
Ｊ
Ａ
は
果
樹
の
団
地
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
３
カ
年
プ
ラ
ス
２
カ
年

計
画
の
「
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
農

畜
産
物
の
生
産
振
興
と
販
売
力
の
強
化
」

の
実
施
具
体
策
の
一
つ
。
地
域
重
点
振
興

地
区
に
定
め
た
佐
久
市
中
佐
都
地
区
に
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備
し
、
３
月
下
旬
に
リ

ン
ゴ
「
ふ
じ
」
の
苗
を
新
植
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
早
期
か
ら
収
穫
可
能
で
品

質
低
下
な
ど
の
ロ
ス
果
が
少
な
く
反
収
の

増
加
が
図
れ
る
、
新
わ
い
化
栽
培
の
振
興

に
向
け
て
苗
木
の
育
成
に
も
着
手
。
団
地

の
整
備
と
併
せ
て
産
地
を
再
生
し
、
生
産

者
の
経
営
安
定
に
つ
な
げ
る
方
針
で
す
。

　女性会の臼田・佐
久・八千穂支部と女性
会公認グループのまご
ころ市・やまびこ市・
ゆうきクラブは3月25
日、臼田店で合同学習
会を開き、会員など38人が参加しました。
　学習会では、県有機農業推進プラットフォームの吉
田太郎さんを講師に招き「安全な食とたねと農業のは
なし」と題し講演（写真）。有機農業の現状や健康面
への好影響について説明しました。

有機栽培を学ぶ
─ 女性会みなみ地区合同学習会 ─

　日本ジャム工業組合と国
内ジャム発祥地の一つとさ
れる小諸市は4月17日、「あ
ぐりの湯こもろ」でイベント
「ジャムに恋する3日間」を開
きました。
　会場では、ジャムの試食や
販売を行ったほか、包装され
たジャムのすくい取り（写
真）などが催されました。

　当ＪＡは3月下旬、
2021年度の新採用職
員 4 人 を 対 象 に 研 修
会・現地実習を開きま
した。
　現地実習は３カ所の
ＪＡ施設で実施し、道
の駅ヘルシーテラス佐
久南では、農産物や加工品など直売所で販売する商品
管理を中心に学びました（写真）。

　4月14日、ＪＡ佐久
浅間プラスワンの4月
下旬放送の収録を行い
ました。
　収録は、軽井沢風越
公園総合体育館で、女
性会軽井沢支部活動の
ポールウォーキング教室に密着（写真）。大峡恵理子
アナウンサーが参加者と体験し、女性会活動の楽しさ
をＰＲすることで会員拡大につなげます。

国内ジャム発祥の地・小諸市でイベント
─ 「ジャムに恋する３日間」 ─

事業への理解を深める
─ 新採用職員研修 ─

女性会支部活動をＰＲ
─ ＪＡ佐久浅間プラスワン ─

笑
顔
あ
ふ
れ
る
憩
い
の
場
を
提
供

乾
燥
野
菜
で
食
品
ロ
ス
を
減
ら
そ
う

助
け
合
い
の
会
「
ほ
ほ
え
み
広
場
」

女
性
会
３
支
部 

乾
燥
野
菜
・
食
品
加
工
研
究
会

　

健
康
に
暮
ら
し
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
憩
い
の
場
を
提

供
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ａ
助
け
合
い
の
会
は
地
域
の
高
齢

者
を
対
象
に
し
た
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ほ
ほ
え
み

広
場
」
を
定
期
的
に
開
く
ほ
か
、
ジ
ェ
イ
エ
ー
長
野

会
の
施
設
に
出
向
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
会
は
地
域
で
活
動
す
る
４
つ
の
会
で
構
成
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
活
動
会
員
１
５
０
人
と
会

費
の
納
入
な
ど
で
支
援
す
る
賛
助
会
員
95
人
で
構
成

し
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
今
年
度
、
Ｊ
Ａ
女
性
会
と
連
携
し
て
ほ
ほ

え
み
広
場
を
開
催
す
る
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
関
係
団
体
と
協
力
し
た
地
域
高
齢
者
へ
の
声
掛

け
運
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

好
評
の
「
ほ
ほ
え
み
広
場
」

仕
上
が
り
を
確
認
す
る
会
員

　

食
材
を
無
駄
な
く
活
用
し
て
食
品
ロ
ス

を
減
ら
そ
う
と
、
女
性
会
の
臼
田
、
佐

久
、
八
千
穂
の
３
支
部
は
合
同
で
乾
燥
野

菜
・
食
品
加
工
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
勉

強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

佐
久
町
店
の
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
加
工
施

設
に
併
設
さ
れ
た
乾
燥
食
品
機
を
活
用

し
、
３
月
か
ら
活
動
を
開
始
。
４
月
15
日

に
開
い
た
２
回
目
の
勉
強
会
で
は
冬
越
し

の
ハ
ク
サ
イ
や
ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
野
菜
の

ほ
か
、
リ
ン
ゴ
や
プ
ル
ー
ン
の
果
実
を
乾

燥
さ
せ
て
試
作
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

「
食
材
に
応
じ
て
切
り
方
な
ど
を
工
夫
す

れ
ば
も
っ
と
美
味
し
く
作
れ
そ
う
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
会
員
が
栽
培
し

た
農
産
物
を
使
い
、
食
材
の
種
類
や
活
動

の
回
数
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。



永井智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフシェフ永井のおすすめ

共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場 今月のテーマ

スマイル
ＪＡ女 性 会

冷やし納豆梅茶漬け

アジのたたき梅肉あえ

材料（1人分）

材料（2人分）

作り方

作り方

冷や飯………………1/2 膳分
納豆…………………1パック
大葉…………………5枚（千切り）
ミョウガ……………2個（小口切り）
梅干し………………2個（種を取りたたく）
いりごま……………適宜
おろしワサビ………適宜
冷たいお茶…………約 200 ㎖

アジの刺し身………市販品１パック分
薬味類
　大葉………………5枚（千切り）
　ミョウガ…………2個（小口切り）
　梅干し……………3個（種を取りたたく）
　おろしショウガ…小さじ 1
　いりごま…………小さじ 1
ダイコンのつま、ワサビナ……適宜

❶冷や飯と納豆をそれぞれ別のボウルに入れて水洗いし、ざるにあげ水気を切っておく。

❷おわんに❶の冷や飯、納豆を入れ、上に梅肉、大葉、ミョウガ、いりごま、ワサビ（チューブ入りでも

よい）を盛り付け、周りから冷たいお茶を注ぎ出来上がり。

❶アジの刺し身を細切りにしボウルに入れる。

❷❶のボウルに薬味類の材料を入れ、さっくりと混ぜ合わせる。

❸皿にダイコンのつまと❷を盛り付け、ワサビナを添えて出来上がり。
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じいちゃんの
つくったやさい

イチゴ

　ぼくが好きなやさいのこと
をかんがえてみると、夏にで
きるやさいが多いことに気づ
きました。キュウリ、トウモロコシ、スイカ、みん
なとってもおいしいです。２人のじいちゃんが畑で
たくさんつくってくれます。やさいをつかったおか
ずもおいしいです。
　でも、やさいの中で1ばんにがてなのはトマトで
す。だけど、とっても体にいいそうです。ちょっと
ずつでも食べられるようになって、元気いっぱいか
ぜをひかないようにしたいです。

　何故か私の血筋は赤いもの
が好きで、古くは50年以上
前の子供の頃には、両親がリ
ンゴを栽培しており、現在私
は、イチゴ、トマトを栽培している。どちらも極僅
かな量ではあるが、特にイチゴは過去、幾多の災害
に見舞われながらも約20年も栽培が続いている。
　直売の購入者の声を聴くと、やめるにやめられず
ここまで続けられたようだ。この先、いつまで出来
るか分からないが、使ってくれる皆さんの為にも、
好きなイチゴを気力、体力が続く限りつくっていき
たい。

佐久市上平尾
山口 蓮人さん（7歳）

東御市八重原
山田 貴司さん（59歳）

「好きな野菜」

軽井沢支部
ポールウォーキングでリフレッシュ！

　軽井沢支部は 10 班、87 人の会員で今年度の活動をス
タートしました。「楽しい生き生き・きん活」と題し、
生活に欠かすことができない筋力の維持、ＥＭ菌を活用
した活動に取り組みます。
　4 月 14 日は、誰もが楽しめるポールウォーキング教
室を開き、26 人が参加。「ポールを使うことで上半身
もたくさん動かすことができて楽しめた」と好評でした。
渡邉郁子支部長は「農繁期を過ぎた秋に活動を再開し、
仲間とともに心と体の健康づくりを進めたい」と話して
います。

ウォーキングのほか、ポールを使った
ストレッチ（写真上）や体幹を強化す
る体操を学びました。

リズミカルにウォーキングを楽しむ会員



Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間

農
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

家
庭
菜
園
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中
嶋 

信
幸

畑
の
準
備

　

土
壌
適
応
性
は
広
く
、
土
質
も
特
に

選
び
ま
せ
ん
が
、
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ

に
は
弱
い
の
で
、
連
作
圃
場
は
避
け
ま

す
。
ま
た
、
乾
燥
に
は
強
い
も
の
の
、

過
湿
に
は
弱
い
の
で
低
湿
地
は
避
け
、

日
当
た
り
と
排
水
が
良
い
場
所
を
選
び

ま
す
。

　

生
育
期
間
が
長
い
の
で
堆
肥
と
元
肥

は
や
や
多
め
に
し
ま
す
。
酸
度
矯
正
後

１
㎡
当
た
り
堆
肥
２
～
３
㎏
、
化
成
肥

料
１
５
０
ｇ
を
散
布
し
て
よ
く
混
ぜ
、

１
条
で
は
床
幅
１
ｍ
く
ら
い
、
２
条
で

は
1.5
ｍ
の
畦
を
つ
く
り
、
マ
ル
チ
を
施

し
ま
す
。

育
苗
・
定
植

　

高
温
作
物
な
の
で
、
最
低
気
温
が

15
℃
以
上
に
な
っ
て
か
ら
種
を
ま
き
ま

す
。
遅
め
の
方
が
失
敗
は
少
な
く
な
り

ま
す
。
種
は
皮
が
硬
く
発
芽
し
に
く
い

の
で
、
一
昼
夜
吸
水
さ
せ
て
か
ら
ま
く

と
発
芽
が
そ
ろ
い
ま
す
。

直
ま
き

　

株
間
25
～
30
㎝
で
１
カ
所
４
～
５
粒

の
点
ま
き
と
し
、
１
㎝
程
度
覆
土
後
、

軽
く
押
し
て
種
と
土
を
密
着
さ
せ
ま

す
。

　

オ
ク
ラ
の
根
は
直
根
（
ゴ
ボ
ウ
根
）

主
体
で
枝
根
が
少
な
く
移
植
に
弱
い
た

め
、
直
ま
き
の
方
が
管
理
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
種
ま
き
後
は
十
分
に
水
を
与

え
、
そ
の
後
も
乾
き
や
す
い
場
合
は
発

芽
ま
で
小
ま
め
に
灌
水
し
ま
す
。

　

本
葉
２
～
３
枚
の
頃
、
生
育
が
良
い

株
を
残
し
て
２
株
に
間
引
き
ま
す
。
残

す
株
の
根
を
傷
め
な
い
よ
う
に
根
元
か

ら
ハ
サ
ミ
で
切
り
取
り
ま
す
。

ポ
ッ
ト
育
苗

　

６
㎝
ポ
ッ
ト
に
３
～
４
粒
ず
つ
ま

き
、
本
葉
１
枚
の
と
き
に
２
株
に
整
理

し
ま
す
。
間
引
き
は
、
残
す
株
の
根
を

傷
め
な
い
よ
う
、
根
元
か
ら
ハ
サ
ミ
で

切
り
取
り
ま
す
。

　

本
葉
２
～
３
枚
に
な
っ
た
頃
に
定
植

し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
若
い
苗
を
植

え
、
ポ
ッ
ト
苗
は
株
分
け
を
せ
ず
に
植

え
付
け
ま
す
。
１
本
苗
は
ど
ん
ど
ん
生

育
し
て
大
き
く
な
り
茎
も
太
く
な
り
ま

す
が
、
さ
や
も
同
じ
よ
う
に
早
く
硬
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

灌
水
・
追
肥
・
摘
葉

　

果
実
が
つ
く
ま
で
は
株
元
を
や
や
乾

か
し
気
味
に
管
理
し
、
立
枯
病
を
防
い

で
じ
っ
く
り
育
て
ま
す
。

灌
水
・
追
肥

　

果
実
が
つ
い
て
か
ら
は
草
勢
を
見
な

が
ら
水
を
与
え
ま
す
。
追
肥
は
１
～
２

果
収
穫
し
た
頃
か
ら
行
い
、
15
～
20
日

間
隔
を
目
安
に
施
し
ま
す
。
一
番
上
の

花
よ
り
上
に
展
開
葉
が
３
～
４
枚
あ
る

よ
う
に
し
ま
す
。
葉
数
が
そ
れ
以
下
な

ら
追
肥
、
灌
水
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
長
点
の
す
ぐ
下
で
開
花
し

て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
草
勢
が
弱
っ

て
い
る
と
判
断
し
、
早
め
に
追
肥
し
ま

す
。
マ
ル
チ
が
施
し
て
あ
る
場
合
は
、

所
々
に
穴
を
開
け
て
追
肥
し
ま
す
。

摘
葉

　

収
穫
作
業
の
効
率
化
と
草
勢
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
た
め
、
適
切
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
収
穫
開
始
頃
か
ら
、
収

穫
し
た
節
位
の
す
ぐ
下
の
葉
２
枚
を
残

し
、
葉
を
摘
み
取
り
ま
す
。
草
勢
が
弱

い
と
き
は
４
～
６
枚
程
度
多
め
に
残
し

ま
す
。
下
位
節
か
ら
出
た
側
枝
は
、
そ

の
ま
ま
伸
ば
し
て
結
果
枝
と
し
ま
す

が
、
込
み
過
ぎ
の
場
合
は
適
当
に
整
理

し
ま
す
。

オクラ
アフリカ東北部原産で、暑さに強い熱帯植物です。エジプトでは
約２千年前から栽培されていたといわれています。独特のネバネ
バは食物繊維で、便秘の改善、カゼにかかりにくくする、花粉症
などのアレルギー症状を軽くするなどの働きがあるとされている
ほか、ビタミンやミネラルなども豊富で、夏バテを防ぐ野菜とい
われています。

　

長
期
栽
培
の
場
合
、
背
が
高
く
な
り

過
ぎ
た
ら
１
ｍ
程
度
の
高
さ
で
切
り
戻

し
、
側
枝
に
更
新
し
ま
す
。
一
度
に
切

断
す
る
と
収
穫
が
途
切
れ
る
の
で
、
一

部
ず
つ
徐
々
に
行
い
ま
す
。

生
理
障
害
・
病
害
虫
防
除

生
理
障
害

　

イ
ボ
果
は
、
光
線
不
足
、
窒
素
過
多
、

肥
料
切
れ
な
ど
で
発
生
す
る
の
で
、
適

正
な
草
勢
管
理
（
葉
の
切
り
落
と
し
、

追
肥
、
灌
水
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。
イ

ボ
果
も
普
通
の
オ
ク
ラ
同
様
に
食
べ
ら

れ
ま
す
。

病
害
虫
防
除

　

連
作
障
害
は
出
に
く
い
品
目
で
す
が

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
弱
い
の
で
、
連

作
す
る
と
セ
ン
チ
ュ
ウ
密
度
が
増
し
て

生
育
不
良
が
発
生
し
ま
す
。

　

発
芽
直
後
か
ら
生
育
初
期
は
、
立
枯

病
の
ほ
か
、
ネ
キ
リ
ム
シ
や
ヨ
ト
ウ
ム

シ
な
ど
に
よ
る
食
害
が
多
い
た
め
、
種

ま
き
後
は
、
殺
虫
、
殺
菌
剤
を
混
合
し

て
土
壌
灌
注
し
ま
す
。
収
穫
期
以
降
は

ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ス
リ
ッ
プ
ス
類
、
ヤ
ガ

な
ど
に
よ
る
被
害
が
出
や
す
い
た
め
、

定
期
的
に
薬
散
を
行
い
ま
す
。

収
穫

　

開
花
後
４
～
５
日
、
果
実
の
長
さ
８

～
10
㎝
を
目
安
に
若
さ
や
を
収
穫
し
ま

す
。
と
り
遅
れ
る
と
硬
く
な
る
の
で
、

適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

　

曲
が
り
果
や
イ
ボ
果
、
収
穫
遅
れ
の

不
良
果
を
取
り
除
か
な
い
と
、
草
勢
が

低
下
し
た
り
、
肥
大
が
遅
れ
た
り
、
不

良
果
が
増
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
冷
蔵
庫
に
長
く
置
く
と
黒
い
斑

点
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

季 節 の 作 業
◆種まき・植え付け・管理
　家庭菜園の種まきや苗の植え付けが始まり
ました。気温は平年より高く経過しているこ
とから、農産物の生育が早まっています。
　気温の低下による凍霜害で農産物被害や生
育の遅延が心配されます。今後も急激な気象
変化に伴う被害に遭わないよう、種まきや苗
の定植の時期は気象情報に注意し、凍霜害対
策をしましょう。
①作付する品種の特性を知り、適期に種ま

き・苗の植え付けをします。
②植え付け後は十分灌水し乾燥に注意しま

す。
③購入苗は数日は自宅で管理し、外気温に慣

らしてから定植します。
　植え付け前日に十分灌水します。 
④植え付けた、ナス・トマト・ピーマン等の

果菜類・つる有種の支柱たてをします。

◆霜害から作物を守る
　霜の被害を受けないように、べた掛け・ト
ンネル・行灯覆いをします。もし霜に遭わせ
てしまったら直射日光に併せないよう日除け
をして様子を見ます。
※５月下旬までは霜の対策が必要です。
　晴れて風が無く、前日午後７時の気温が

６℃以下の時が霜の降りる気象条件です
が、午後７時の気温が８℃前後でも寒気が
南下して移動性高気圧が通過するような条
件では降霜の恐れがあります。

　霜害から作物を守るには，まず霜害が発生
する危険性がある場所を知ることが重要で
す。寒気の流入方向や溜まる場所が判れば
その侵入を防いで霜道を変え、霜溜まりを
解消するように障害物を取り払いましょ
う。

1～1.5m

25～30cm25～30cm

1 カ所 4～5粒、間隔を
空けて種をまく

1cm程度の
覆土をする

‖
1条

‖
2条

発芽をそろえるには
オクラは種皮が硬く給水に時間
がかかるため、種まきの前日か
らぬるま湯に浸しておくと発芽
がそろう

一晩ぬるま湯につける

開花

収穫期の
果実

葉を摘み
取る

側枝が多くて
込み合うとき
は摘み取る

側枝は伸ばす

収穫果の下の葉
2枚を残す

イボ果

イボ果

症　状 原因と対策

曲がり果

■オクラの生理障害

曲がり果

過繁茂や極端な草勢低下、適正な栽植密度と
肥培管理を心掛ける。また低温や日照不足が
続くと発生が多くなる。品種選定も重要。
さや内部の子実の発育不良が原因。草勢低下
や、特にカメムシの吸汁による。追肥やカメ
ムシの防除を行う。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月 10月

収穫

種まき
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【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

花
は
葉
に
ふ
ふ
む
し
な
や
か
八
重
牡
丹

Ｋ
・
Ｓ
（
佐
久
市
）

も
の
の
芽
の
見
え
て
う
れ
し
や
棒
立
て
る

Ｆ
・
Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

水
遣
り
て
明
日
の
も
の
の
芽
待
ち
に
け
り

花
木
槿
（
佐
久
市
）

風
光
る
真
っ
す
ぐ
伸
び
し
畑
の
畝な

づ
な
（
佐
久
市
）

芽
吹
き
時
風
の
ま
に
ま
に
遠
回
り

ブ
ブ
（
佐
久
市
）

御
牧
野
の
雉
鳴
く
や
不
意
に
出
で
逃
ぐ竹

（
東
御
市
）

桜
咲
く
黄
色
姿
の
児
童
沸
く

ね
こ
（
佐
久
市
）

に
ら
め
っ
こ
我
が
家
の
蛙
手
ご
わ
き
ぞ

Ｋ
・
Ｋ
（
御
代
田
町
）

青
空
に
白
き
み
ね
み
ね
父
母
の
顔

Ａ
・
Ｍ
（
佐
久
穂
町
）

芽
吹
き
時
樹
間
に
望
む
浅
間
山

や
っ
ち
ゃ
ん
（
御
代
田
町
）

コ
ロ
ナ
禍
の
手
袋
は
め
て
草
の
餅

テ
イ
（
佐
久
市
）

山
間
の 

水
の
清
さ
よ 

大
空
を

写
し
白
雲 

流
し
沖
田
に

田
口
一
葦
（
佐
久
市
）

川
面
打
ち 

涼
一
味
の 

そ
の
姿

枝
垂
れ
柳
の 

趣
き
の
情　

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

Ｋ . ばあば（御代田町）

ト
ゲ
な
し
タ
ラ
の
芽
と
明
日
葉
の

苗
木
を
注
文
し
、
届
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
凍
霜
害
の
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
経
っ
て

か
ら
植
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
〜
３
年
後
を
見
す
え
て
出
荷
し
、

足
り
な
い
年
金
に
プ
ラ
ス
α
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
２
種
類
の
苗
木

は
こ
の
辺
で
は
手
に
入
ら
な
い
か
ら

で
す
。
荒
れ
た
畑
を
キ
レ
イ
に
し
て

肥
沃
の
地
に
し
、
た
く
さ
ん
増
や
そ

う
と
思
っ
て
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

ア
キ
ハ
（
佐
久
市
）朝（佐久市）

中
島
袈
裟
幸
さ
ん
の
「
絵
手
紙
・

四
季
の
便
り
」
を
見
る
の
が
楽

し
み
で
し
た
。
連
載
が
終
わ
る
こ
と

が
大
変
寂
し
く
残
念
で
す
。
４
年
間

連
載
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ご
苦
労

も
多
か
っ
た
と
推
察
い
た
し
ま
す
が
、

こ
の
絵
手
紙
で
癒
さ
れ
力
付
け
ら
れ

た
人
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
長

年
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

素
晴
ら
し
い
作
品
を
み
せ
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

じ
じ
ざ
く
ら
（
小
諸
市
）

最
近
、
運
動
不
足
に
な
ら
な
い
よ

う
に
と
、
30
分
か
ら
１
時
間
歩

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
歩
く

よ
う
に
し
て
か
ら
疲
れ
方
が
少
な
く

な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

す
み
れ
（
佐
久
市
）

新
年
度
ス
タ
ー
ト
。
２
人
の
息
子

は
ク
ラ
ス
替
え
が
あ
り
、
新
し

い
仲
間
、
先
生
と
の
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。
私
の
職
場
で
も
新
た
な
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
３
月
末
に
は

さ
み
し
い
お
別
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

み
ん
な
の
新
た
な
１
年
が
す
て
き
な

も
の
に
な
る
と
い
い
な
と
願
っ
て
い

ま
す
。

春
ら
ん
ま
ん
（
小
諸
市
）

テ
レ
ビ
の
園
芸
番
組
を
見
て
い
て

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
花
び
ら

だ
と
思
っ
て
い
た
部
分
が
萼が

く

だ
と
知

り
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
世
の
中

に
は
知
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
す
。
一
つ
学
ん
で
豊
か
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

萌
（
佐
久
穂
町
）

わ
が
家
の
上
の
方
に
都
会
の
人
の

別
荘
が
あ
り
、
垣
根
の
葉
を
カ

モ
シ
カ
が
食
べ
に
来
て
い
た
の
で
す

が
最
近
、
枝
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
知
ら
ず
に
カ
モ
シ
カ
が

来
て
、
ガ
ッ
カ
リ
し
て
い
て
か
わ
い

そ
う
で
し
た
。
早
く
山
の
木
の
芽
が

出
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

年
の
割
に
気
は
若
い
（
佐
久
市
）

孫
と
一
緒
に
ジ
ジ
、
バ
バ
３
人
で

御
代
田
町
の
雪
窓
公
園
へ
お

花
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
「
き
れ

い
！
」
と
覚
え
始
め
た
言
葉
で
嬉
し

そ
う
で
し
た
。
大
好
き
な
ワ
ン
ワ
ン

に
も
会
え
ま
し
た
。
お
嫁
さ
ん
に
も

感
謝
で
す
。
す
ば
ら
し
い
時
間
を
あ

り
が
と
う
。

Ｋ
ち
ゃ
ん
（
御
代
田
町
）

保
育
園
の
送
迎
は
私
の
役
割
で

す
。
孫
た
ち
は
外
遊
び
が
大
好

き
。
帰
っ
て
く
る
と
タ
ン
ポ
ポ
、
ヒ

メ
オ
ド
リ
コ
草
、
ペ
ン
ペ
ン
草
（
ナ

ヅ
ナ
）
な
ど
を
両
手
い
っ
ぱ
い
、
ポ

ケ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
、
楽
し
そ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
畑
の
中
で
お
座
り
し
た
り
寝
転
ん

だ
り
し
て
飛
行
機
雲
を
探
し
ま
す
。

私
も
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
寝
転
ん
で
空

を
見
上
げ
ま
す
。

ハ
ナ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
ば
（
佐
久
市
）

先
日
、
種
イ
モ
と
野
菜
の
種
子
を

買
っ
て
き
ま
し
た
。
夜
、
布
団

に
入
っ
て
畑
の
ど
こ
に
何
を
作
る
か

考
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
昨
年
と

重
な
ら
な
い
よ
う
に
と
思
う
の
で
す

が
、
頭
の
中
で
こ
ん
が
ら
か
っ
て
い

ま
す
。

草
取
り
ば
あ
ば
（
佐
久
穂
町
）

ピー子ちゃんのママ
（佐久市）

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

先月号の答えは 

『コドモノヒ』
でした。

苗
間
作
り
を
し
ま
し
た
。
朝
は

ち
ょ
っ
と
肌
寒
か
っ
た
の
で
す

が
、
苗
を
伏
せ
終
わ
る
ま
で
風
は
無

く
、
太
陽
が
サ
ン
サ
ン
と
し
て
お
手

伝
い
に
来
て
も
ら
っ
た
子
供
、
孫
た

ち
と
お
い
し
い
お
茶
と
お
や
つ
を
い

た
だ
き
、
腰
の
痛
い
の
も
忘
れ
て
老

夫
婦
に
は
う
れ
し
い
一
日
で
し
た
。

し
い
ち
ゃ
ん
（
東
御
市
）

今
年
は
退
職
し
た
の
で
、
畑
仕
事

を
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
３
月
か
ら
エ
ン
ド
ウ
豆
、
赤
カ

ブ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
小
松
菜
を
蒔
き

ま
し
た
。
生
長
が
楽
し
み
で
す
。
Ｊ

Ａ
女
性
会
の
役
員
も
受
け
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
新
し
い
出
会
い
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

さ
く
ら
（
佐
久
市
） サザンカ（佐久市）

イルカ（佐久穂町）

プルーン（御代田町）

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
（イラスト・俳句等）
③表紙のデザインについ
ての感想
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●おハガキに記載された個人情報は、広報誌の編集
およびプレゼント発送等を目的とし、それ以外には
一切利用いたしません。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。

63
★クイズ正解者の中から
　抽選で 5 名の方に
  「ＪＡ佐久浅間オリジナル
　　リンゴジュース 1 箱 
　 （195g×30 本入）」
　　を差し上げます。

●締切5月24日㈪
　（消印有効）
※ハガキは１人１枚を
　有効とします

◇◆ヨコのカギ◆◇
①お尻が光る水辺の虫
②手相占いで恋愛○○を見てもらった
③「森のバター」の異名がある果実
④桃やブドウの収穫量が日本一である県
⑤ギリシャ文字の第 18 番目の文字。Σ、σ と書

きます
⑨独り立ちしています
⑪こっちを通ると早く着くよ！
⑫石灰は土壌を○○○○性に傾けます
⑬オルカと呼ばれる生き物
⑮傘の先からポタポタ落ちます
⑱口の大きな爬

はちゅう

虫類
◇◆タテのカギ◆◇
①新しい○○○○が衆議院を通過した
④南の島に生えていそうな木
⑥水を引き入れ、稲を植えます
⑦傘や長靴、レインコートなどのこと
⑧船が進む方向を定める装置
⑩火を通していません
⑪酔った人がフラフラと歩く様子
⑬奈良公園にたくさんいます
⑭アサガオが伸ばして巻き付ける物
⑯月がなくて真っ暗。○○○にカラス、○○○の

ちょうちん
⑰古池や○○○飛び込む水の音（芭蕉）
⑲ 6 月の第 3 日曜日は○○の日です
⑳ささみや手羽、砂肝などの部位があります

応募総数 138 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。



Sakuasama  InformationSakuasama  InformationＪＡ佐久浅間からのお知らせ

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付ます
　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（6月） 1日㈫ 軽井沢支所  10日㈭ 立科支所
　17日㈭ 南大井店 26日㈯ 岩村田店 29日㈫ 佐久望月支所
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610
■相談日　5月27日㈭ 午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　5月20日㈭　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年
金
相
談

営
農
・
就
農
相
談

監事会報告　4 月 26 日開催 / 報告事項

①子会社監査役からの諸報告について
②常勤監事からの報告について
③令和２年度内部監査品質評価結果について
④３月内部監査実施状況報告について

理事会報告　4 月 26 日開催 / 主な報告事項

①３月末事業実績について
②子会社株主総会の報告について
③令和２年度第４四半期コンプライアンスプログラ

ム取組状況について
④反社会的勢力等との取引排除および疑わしい取引

の防止に係る対応状況の報告について
⑤債権の償却について
⑥共済規程の変更理由の追加について
⑦Ａ・コープファーマーズ佐久平店の対応について
⑧令和２年度決算監事監査結果報告書について
⑨令和２年度内部監査品質評価結果について
⑩内部監査実施状況の報告について
⑪令和２年度第４四半期苦情等対応状況について
⑫自主点検結果の報告について
議決事項
第１号議案　令和２年度事業報告、貸借対照表、損

益計算書、剰余金処分案、注記表および貸借対照
表等の附属明細書並びに総代会参考書類の承認に
ついて

第２号議案　令和２年度部門別損益計算書の承認に
ついて

第３号議案　総代会開催通知について
第４号議案　議決権行使書面について
第５号議案　自己資本造成計画の策定について
第６号議案　職制規程の改正について
第７号議案　令和３年度不良債権処理方針について
第８号議案　信用事業方法書為替取引の改正について
第９号議案　信用事業方法書金銭債権の取得または

譲渡およびこれに付帯する事業の改正について
第 10 号議案　組合と理事との契約の承認について
第 11 号議案　第 22 回通常総代会開催場所の変更

について
　第１号議案から第11号議案について承認しました。

アメック分譲地情報
佐久市上平尾　平根小南分譲地
全 12 区画（3 区画予約済）
小学校も近く、ＩＣへのアクセスも良い静かな環境の
分譲地です。
坪単価：118,000 円 / 坪
面積：67.71坪（223.86㎡）～83.27坪（275.30㎡）
区画図

■お問い合わせ・お申し込み
　JA 佐久浅間株式会社アメック
　宅地建物取引業者免許／長野県知事（7）3939 号
　佐久市猿久保 882　ＪＡ佐久浅間本所北館 1 階
　TEL 0267 ー 68 ー 1395　FAX 0267-68-7208
　HP：https://www.ja-amecc.co.jp/

予

予

予2 5 6 7

8
10111213

平根店

至御代田町

平根小学校

平根保育園

平根簡易
郵便局

上信越自動車道
至軽井沢

至佐久 I.C

至岩村田

分譲地
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2022年度に採用する正規職員の募集を次により行います。

●応募資格
　学校教育法による短期大学以上の学校、またはこれ

に準ずる教育機関の在学者であって2022年度卒業
見込みの者および上記教育機関の卒業者。ただし、
1995年4月2日以後に生まれた者とします。

●採用人数　若干名
●試験期日　2021年6月19日㈯ 
　※試験当日は昼食をご持参ください
●試験の内容
　【一次試験】
　　①能力検査 ②適性検査 ③小論文 ④グループ面接
　　※一次試験の合格者について後日、二・三次試験
　　（面接）を行います。

●試験場所
　ＪＡ佐久浅間本所4階401（佐久市猿久保882）
●応募手続き（願書の受付）
　2021年5月24日㈪～6月4日㈮まで（必着）
●提出書類
　①受験願 ②履歴書 ③卒業（見込み）証明書 
　④成績証明書 ⑤自動車安全運転センターが発行す

る運転記録証明書（1年間、未取得の場合は不要）
　⑥自動車運転免許証および資格証の写し
 【提出先】　企画総務部人事教育課
　※期日までに持参または郵送
■お問い合わせ
　企画総務部人事教育課　TEL 0267ー68ー1113

年金ご新規＆ご紹介キャンペーン
下記の期間、新たにＪＡで公的年金のお受け取りを開
始されたお客様、またそのお客様をご紹介いただいた
方のお二人に「選べるプレゼント」を差し上げます。
また、年金のお受け取りが少し先のお客様には、お受
け取りスケジュールの再確認やＪＡ年金相談会のご案
内をしています。

期間：2022年2月28日㈪まで
●対象となる方
　次の①または②に該当する個人の方で、かつＪＡ口

座への1回の年金振込額が2万円以上の方。
①期間中、新たにＪＡの口座で公的年金のお受け

取りを開始された方（未支給年金、一時金を除
く）。

②上記①に該当する方をご紹介いただいた方（現在
ＪＡで年金をお受け取りいただいている方に限
る）。

※期間中、新たにＪＡにて公的年金のお受け取りを開始された方も、ご
紹介をしていただくことができます。当ＪＡ所定の様式にお申し込み
が必要です。①の方については期間中に1度のみプレゼントお届けの
対象となります。

●選べるプレゼント
・ＪＡまごころ商品券3,000円分
・信州蓼科牛（120ｇ×2パック）
・望月高原のむヨーグルト詰め合わせ
・フリーズドライごはん（7個）

※4品の中からお選びいただいたおひとつをプレゼントいたします。プ
レゼントはご本人さま宛にＪＡ担当者または、配送業者よりお届けい
たします。プレゼントお受け取りの権利を他人に譲り渡すことはでき
ません。プレゼントの内容は、予告なく追加・変更・中止することが
あります。

■詳しくはお近くのＪＡ金融窓口へ

年金の受け取りはＪＡバンクで

今年もＪＡマルシェ開催します 2022 年度新採用職員を募集しますＪＡの医療共済が生まれ変わりました
今年11月まで毎月第４土曜日に、㈱カクイチ特設会
場でＪＡマルシェを開催します。管内産の旬の農産
物、手芸品などを販売します。

●日　時　毎月第４土曜日　10時〜14時
●場　所　㈱カクイチ　特設会場
　　　　　佐久市「市民交流ひろば」隣り
　　　　　（佐久市佐久平駅南6―7）

●内　容　地元農産物、ＪＡ加工品、
　　　　　女性会「母の味」のおやきなどの販売、
　　　　　キッズコーナーの開設
■お問い合わせ
　企画総務部ふれあい広報課
　TEL 0267ー68ー1112

ＮＥＷ医療共済 メディフル
時代の変化に応じて生まれた新しい医療保障です。
ポイント①　
日帰り入院からまとまった一時金を受け取れます。
※日帰り入院は、入院基本料の支払いの有無などにより判断されます。

ポイント②　
一生涯保障や先進医療保障などライフプランにあわせ
て自由に設計できます。
ポイント③　
健康を維持した場合に健康祝金を受け取れます。
※健康祝金支払特則を付加した場合で、契約日以降3年ごとに、治療共済金

が支払われた入院をしなかった場合にお受け取りいただけます。共済期
間が10年更新の場合、共済期間中の5年ごとにお受け取りいただけます。

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては「重要事項説明
書（契約概要）」を必ずご覧ください。また、ご契約の際には「重要事項
説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧く
ださい。

■詳しくはお近くのＪＡ支所・店共済窓口へ
登録番号：【21160440181】
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ＪＡ佐久浅間資材受注システム・リニューアルのお知らせ
　日頃は、ＪＡ佐久浅間資材受注システムをご利用いただき、誠にありがとうございます。
　当システムは、２０２１年６月１日（火）から「ＪＡ佐久浅間生産資材 ｅ−ｓｈｏｐ」としてリニュー
アルすることになりました。メンテナンス期間中はご不便をお掛けいたしますが、ご了承いただきます
ようお願いいたします。

（１）利用不可の期間について
６月１日（火）のリニューアルまで、当システムでのご注文と会員情報変更は受け付けることができ
ません。この期間は資材店舗での購入、もしくはお電話でのご注文をお願いいたします。

（２）ＵＲＬの変更について
　サイトの URL が以下のとおり変更となります。
　リニューアル後【ＪＡ佐久浅間生産資材 ｅ−ｓｈｏｐ】https://sakuasama-shizai.nd-agri.jp/

（３）リニューアル後のパスワードについて
ご利用者皆様に初期パスワードを設定いたします。リニューアル前に別途メールにて初期パスワード
をお知らせいたします。ログインは、ご登録済のメールアドレスと初期パスワードをご利用ください。

　※以前設定いただいたパスワードではログインできません。ご注文履歴については、リニューアル後も引き続きご覧
頂くことが可能です。

■お問い合わせ　営農経済部生産資材課　TEL 0267 ー 23 ー 6702
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